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所在地：神奈川県川崎市
設立年：1980年
HP https://www.nedo.go.jp/

個人の事業者の方は、
所在地、設立年、HP、ロゴの記載・
掲載はご不要ですので削除してください。

株式会社ネド
（●●大学発スタートアップ）

会社ロゴ

●●●●●●●●●●●●●●●●技術を活用し、大規模かつ体系的な▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲の研究を行うプラットフォームの開発、□□□□□□□□□□□□□□□□
のリスクを軽減した事業化・社会実装により、の課題を解決することで、○○○○○○○○○○
○○の達成を目指す。

本研究開発では、▽▽を改良した◎◎を開発し、従来の既存の製品とは異なる◇◇を実装することに
よって課題解決を図る。
また、下記に掲げるPoCを達成することで、◆◆の達成を目指す。

①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の実験
②・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の評価
③・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の実証

本研究開発において、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を達成。
今後、○○○○○○○○○○○を目指す。
○○○○年度○○○○賞を受賞。
○○○○年に○○億円を調達。

※事業成果は事業終了以降に記載をお願いいたします！！

作成/更新：２０２５年７月

記載例
マクロファージ系指向性エクソソームを活用した創薬評価・製造基盤の研究開発
（２０２５年度～２０２６年度）

所在地：徳島県徳島市
設立年：2023年2月
HP：https://egret-lab.com

株式会社Egret・Lab
（徳島大学発スタートアップ）

会社ロゴ

上述したように、エクソソーム製剤のCDMOを目指すためには、その製造・品質評価基盤の構築が重要
となる。そのため、本事業では、以下のPoCに取り組む。
①多種MSCを用いたEVs製剤製造の再現性検証
②ヒト投与可能な培地を用いた培養条件最適化
③薬効因子を含むEVsの構造的・定量的同定
④in vitro/in vivoの力価評価系の確立
⑤リッタースケール対応の特殊ハイドロゲル量産化技術の確立

エクソソームは、細胞から放出される直径30～150ナノメートルの膜小胞である。小胞内部に核酸やタンパ
ク質等の生体情報伝達物質を含むため、診断薬や医療分野への応用が期待されている。
当社が最終的に目指すエクソソーム創薬に係るCDMO（医薬品開発製造受託機関）事業の実現には、製
造から品質評価・薬効検証まで一貫したEVs製剤の開発プロセスを確立することが重要となる。本事業では、
当社が保有する「高純度・高回収のEVs精製技術（HAS法」）と「マクロファージ系指向性EVsの産生技術」を
統合し、エクソソーム創薬を支える製造・品質評価基盤の構築を目指す。

培養
（培養液＋培養方法）

MSC 精製 品質評価

製剤化

ミクログリア指向性の
高いエクソソーム群

ヒト投与可能な培養液を用いた培養法の確立 薬効因子の同定及びその力価評価

https://egret-lab.com/
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